






要約:極小未熟児(1,250g 未満)の高 AL-P 血症(≧1,200IU/L)群の乳児期の発育に及ぼす影

響を調べるため、出生体重復帰より退院時までの身体計測値の増加率および修正月齢 12

ヵ月の値を、AL-p 値<1,200IU/L 群を対照として統計的解析を行なった結果、退院時までの

身長の増加率は高 AL-p 血症群で有意に低かったが、修正 12 ヵ月の体重・頭囲および身長

には両群間で有意差を認めなかった。 


